
パブリックコメントの実施について 

 

1 パブリックコメントの実施期間 

令和元年 12月 20日（金）～令和 2年 1月 20日（月） 

 

2 計画（案）の閲覧場所 

（1）浜田市ホームページ 

（2）市庁舎窓口（上記期間の開庁、開館日に限る。） 

本庁水産振興課、各支所産業建設課（午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分） 

中央図書館（午前 9時～午後 7時） 

 

3 意見提出件数 

  3人（5件） 

 

4 計画（案）に対する意見と浜田市の考え方 

人数 意見 意見の概要 浜田市の考え方 

1 1 HACCP 対応・共同加工工場（貸し工

場）の整備を提案する。 

・共同利用部分～出入口、ロッカー、

衛生管理ブース、廊下、冷凍庫、出

荷場 

・個別部分～原魚搬入（外から）、個

別自社加工部屋（共同廊下の左右） 

HACCP 対応型の共同加工工場を整備

し共同利用することについては、水

産加工業者にとっては、設備投資や

維持費を軽減しつつ、商品の衛生管

理水準を高めることができるため、

メリットがあるものと考えます。ご

提案として承り、実現の可能性につ

いて、水産加工事業者などから意見

を伺いながら、今後の検討の参考と

させていただきます。 

 

2 ブランドの「どんちっち 3魚」にア

ンコウ、バトウを追加してはどう

か。 

P63 に記載のとおり、水産物の付加

価値向上に向けた浜田漁港産ブラ

ンドの拡大と発展については、推進

する取組として掲げています。どん

ちっちブランドへの魚種の追加に

ついては、ご意見として承り、今後、

水産事業者のご意見を伺いながら

検討させていただきます。 

 

資料１ 



2 3 新しいお魚センターには、ぜひ築地

のように卸価格で、生きのよい鮮魚

が買えることが約束される場所で

あってほしい。 

市民ニーズとして承り、山陰浜田港

公設市場の指定管理者と共有しな

がら、施設運営の参考とさせていた

だきます。 

 

4 県外から来た小さな子ども連れの

ファミリー向けに海上釣り堀のよ

うなものがあると釣りの聖地とし

て誇れると思う。釣り道具や救命胴

衣、餌の販売もお魚センターにある

と楽しいと思う。 

海上釣り堀の設置については、ご意

見として承り、今後の参考とさせて

いただきます。山陰浜田港公設市場

における釣り道具や救命胴衣、餌の

販売については、市民ニーズとして

承り、指定管理者と共有しながら、

施設運営の参考とさせていただき

ます。 

 

3 5 以下について提案 

○釣り堀 

ワカナ（香川県が参考）、雑魚 （失

敗したら養殖に転用） 

○食堂 

・モーニング 490～290 円（名古屋

が参考） 

・すし 

・刺身定食 

○養殖 

アワビ、ザリガニ 温水流用 中国

電力か産業廃棄物（鳥取県が参考） 

（1つの成功が可能性を生む） 

 

ご意見として承り、今後の検討の参

考とさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 



※意見全文（特定の個人を識別することができる部分については省略） 

1 浜田市の基幹産業の水産業を下支えしている水産加工事業者の役割は重要と考え

ます。2013 年時点で水産加工事業者は 40 社存在しましたが、2018 年は 29 社に激減

しています（浜田魚商協同組合資料）。浜田市を代表するどんちっち 3 魚の加工はこ

れらの水産加工事業者が担っていますが、HACCP 義務化を受け、一部の事業者は自前

で設備対応出来ますが、多くは零細事業者で、HACCP 対応の設備・整備が難しいもの

と考えます。「6-2-2水産物の付加価値向上」の水産加工業の振興に水産加工業者への

設備・整備に対する具体的支援策が必要と考えます。また「6-2-3水産物の販路拡大」

について、他港の取組事例を参考にどんちっち 3魚に続く「バトウ」のブランド化に

ついて意見・提案します。 

 

◎「6-2-2水産物の付加価値向上」 

1.HACCP対応・共同加工工場（貸し工場）の整備を提案します。 

 概要～約 10事業者が入居可能な共同加工工場の新設（現公設市場の跡地） 

 ・共同利用部分～出入口、ロッカー、衛生管理ブース、廊下、冷蔵庫、出荷場 

 ・個別部分～原魚搬入（外から）、個別自社加工部屋（共同廊下の左右） 

 ○事業主体者は浜田魚商協同組合や浜田中央水産加工共同組合など組合事業者が

望ましいが、工場の整備は公設（補助金利用）運営は組合が行う場合もあり得る。 

 ○効果…浜田市の水産加工事業者の事業継続が図られ、浜田市の特産品である干物

を中心に継続して水産加工品の商品提供が可能となります。 

◎「6-2-3水産物の販路拡大」～浜田の魚を使った特産品開発 

 

2.ブランドのどんちっち 3魚にアンコウ、バトウを追加するもの。バトウ（マトウダ

イ）は既に当地でフライやバトウバーガーとして人気です。 

効果…富山県魚津市で地元漁協が「ウマヅラハギ」のブランド化を目指した活動を

行い成功事例があります。同様の戦略で商品化とブランド化を図りたいと考

えます。 

 

2 私は子供のころ、よく両親に連れられ浜田市には海水浴に釣りに連れて行ってもら

っておりました。この度ご縁があり浜田市の男性と結婚をし、こちらに嫁いできまし

たが昔のころのように笠柄波止での釣りが一部できなくなっていたのがとても残念

でした。 

工事の理由が調べてわかったので腑に落ちましたが、広島にいる両親がおさかなセ

ンターの衰退にはとても嘆いております。おさかなセンターには期待できないから、

とわざわざ境港や萩しーまーとまで行ったりしており、他の広島の年配の方も「昔は

浜田によく魚を買いに行ってたのよ、最近はどこにいけば新鮮な魚が安く買えるのか



しらね」と言っています。鮮度があっても観光客用価格に値上がりした事を広島人は

もう見限っています。これからの新しいおさかなセンターには、ぜひ築地のように卸

価格で、生きのよい鮮魚が買える事が約束される場所であってほしいです。また、そ

こで買ったものがすぐ食べられるような屋台もあると活気があふれると思います。特

別な飲食店はいらないので市場と食べるまでの導線が一つだとそれがすべての思い

出になると思います。また、笠柄波止には常にアジやサバ、根魚の群れがいるので、

県外から来た小さな子供連れのファミリー海上釣りぼりのようなものが一か所でも

あると、釣りの聖地として誇れると思います。 

釣りをしたくても道具も餌も揃えないといけないのはハードルが高いと思います。

釣り道具や救命胴衣、餌の販売もおさかなセンターにあるとまた、楽しいと思います。 

県外から浜田市に沢山の方が遊びにきてリピーターになってもらいたいです。 

 

3 今、浜田は全域で活気がない。例えば夜の新町。 

暗くて静寂だ。人間が生きている街か疑わしい。 

基幹となる水産業の衰退が現況となっているからにすぎない。 

何をすればいいかはわからないが選別している時ではあるまい。 

 

釣り堀 ワカナ（香川県が参考）、雑魚 （失敗したら養殖に転用） 

食 堂 ・モーニング 490～290円（名古屋が参考） 

    ・すし 

    ・刺身定食 

養 殖 アワビ、ザリガニ 温水流用 中国電力か産業廃棄物（鳥取県が参考） 

（1つの成功が可能性を生む） 

 

 


